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Abstract

Purpose: A questionnaire survey on the awareness of radiation protection was con-

ducted to improve our curriculum of radiation protection education, which seems to be

important for the safe administrative control systems and handling techniques of ra-

diation.

Survey: A total of 426 students answered our questionnaire during the period of1994

to 1999. They were 80 first-year, 114　second-year and232　third-year students.

Results: (1) The facility values of　4　questions on the influence of radiation to a

human body were 50.　30.3 %, 28.9 % and7.0 %. There was no statistically signifi-

cant difference among different age groups. (2) The facility values of 3　questions on

the dose limitation of occupation exposure were 50.5 % (on the effective dose equiva-

lent), 36.4% (on the tissue dose equivalent to skin), and 40.9% (on the crystalline

lens). (3) On safe handling of radiation, only 35.7 % of students correctly answered

that they use a plastic board to protect themselves from　β-ray, while 77.0%　cor-

rectly answered the question on the decontamination method of radioactive substance

from the skin.
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C o n c l u si o n : T h e r e s u lt s s h o w t h e st u d e n t s
'

1 a c k o f k n o w l e d g e o n r a d i a ti o n p r o t e c-

ti o n ･ T h o s e i n v o l v e d i n b a s i c s ci e n c e e d u c a ti o n a n d r a d i a ti o n p r o t e cti o n e d u c a ti o n
,

t h e r ef o r e
,
n e e d t o cl a r if y th e i r t e a c h i n g c o n t e n t a n d off e r e x p li cit e x p l a n a ti o n s o n t h e

p r o p e r d o s e of r a d i a ti o n , eff e ct s t o e x p o s u r e d o s e , i n t e r a c ti o n b e t w e e n d iff e r e n t m a t e -

r i a l s a n d r a di a ti o n .

K e y w o r d s : r a d i a ti o n p r o t e c ti o n e d u c a ti o n , s t u d e n t s
･

a w a r e n e s s o f r a di a ti o n p r o t e c
-

ti o n

q lF I E: コ

放射線の 利用は人類に多大な恩恵を与えて い る

が, 放射線被曝によ り障害 が起 こ る こ とが 知ら れ

て い る
1)

.
こ の 放射線障害を防 ぐに は , 放射線 を

取り扱う者 が正 し い 知識と認識をも つ こ とが不可

欠であると の観点から , 著者らは医療 の 中で放射

線を扱う医師や看護婦を対象に放射線防護に関す

る意識調査 2) ‾4) を行 っ てきた .

一 方, 診療放射線技師に つ い て は 医療施設 の 放

射線安全管理や放射線防護の 指導に多く関わ っ て

きてお り, 今後も主体的か つ 積極的 に取り組 ん で

行かなけれ ばなら な い .

その ため に は診療放射線技 師の 自らの 努力と合

わせ , 放射線技師養成機 関 ( 以 下 ｢ 養成機 関+ と

略す.) 学生 にお ける防護教育 の 充 実が よ り重 要

になると考えられ る . 今まで に養成機 関所属 学生

の 放射線防護 に関する調査 ･ 研究 には , 放射線 ･

放射能や 防護に関する用語 5) , 防護 関連科 目の 関

心度 6) , 教育課程の あり方
7 ト 16) が 散見 さ れ る が ,

知識度に つ い て調べ た報告は見あた らない .

そこで , 学生 へ の 防護教育をより効果的 に進 め

る ため に
, 学生の 放射線防護 に関す る知識 の 実態

につ い て調査を行 っ た .

対象お よび方法

1 . 調査対象者ならびに調査期間と時期

対象者 は本学の 医療技術短期大学部診療放射線

技術学科 に所属する 1 , 2 ,
3 年生で ある . 調査期

間は平成6 年(199 4) か ら平成 11 年 (1999 ) ま で

連続的に行 い , 時期は 1 年生 が 防護 関連科目 ｢ 放

射線衛生学+ , 2 年生 が専 門基礎科 目の 放射線物

理学, 放射線生物学, 放射線 計測学 な ら び に同実

験, 3 年生 に は ｢ 放射線 管理 学な ら び に同実験+

と ｢ 関係法規+ の 授業が終了 した 時点に実施 した .

なお , 調査集団の 診療放射線技 師 ( 国家) 試験

合格率は 86 .1 ±8 . 1 % ( 平均 ± 標準偏差) で , 同期

間の 全国合格率 7 9 .2 ±4 .6 % の 成績 に比 べ て 高

い ( p < 0 .
001) ,

2 . 調査内容及び方法

調査内容は , 別所ら
17) が作成 したア ン ケ ー ト用

紙を承諾の 上 で 引用 した ( 表 1 ) . すな わち , 用紙

に は解答者の 属性 に関する事項 と ( A) 放射線影

響の 知識 に関する 4 質問, ( B) 線量 当量限度 の 知

識 に関する 3 質問
, ( C) 放射線防護 の 方策 に関す

る 2 質問か ら構成され , 各質問 ごと に正 し い 答え

を含 む 3 - 6 個の解答肢を設けたもの で ある .

方法は各学年の 在籍する学生全員に用紙 を配布

し
,
氏名等の 記入と各質問に対する解答肢 の 番号

に丸印を付 けて 貰い 1 時間後に回収 した .

回収後の 用紙に 一 連番号を付 し , 各 質問に対 す

る 解答番号を パ ソ コ ン に入力 し, 表 計算 ソ フ ト

( E X C E L ) を用 い て 集計 した .

統計学 的検定 に は t 検定 と x
2
検定を用 い

p < 0 .05 をも っ て有意差ありとした ,

結 果

1 ･ 2 ･ 3 年の 学年進行により調査が複数 回に

及 んだもの を含め , 調査 総数 は 42 6 名で あ る .

こ の 内訳を表 2 に示す .
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表 1
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ア ン ケ ー ト用紙

( 文献 1 7 より引用 : -
一

部改変)

放射線防護に関する認識調査 ( ア ン ケ
ー

ト)

所属学科 : 学科
,

年次生
,
氏名

放射線安全教育 : 訓練歴 1 . 有 ( 実施機関

放射線作業歴 : 1 . 有 ( 過去又は 1 年以内) ,

取扱 R I 核種 : ( )

)
,
2

. 蘇

2 . 無

平成 年 月

【A : 放射線防護の知識】

質問1 .

3 H 溶液 (3 7 M B q) の 入 っ た ポ リ エ チ レ ン製チ ュ
ー ブ ( 1 m m 厚) を手で 1 0 分間持 っ た場合に つ い て ,

考

えられ るもの を下 記か ら 1 つ 選ん で くださ い .

①影響はな い ②白血病 ③遺伝的影響 ④不妊 ⑤脱毛 ⑥皮膚の 紅班

質問2 .

3 2 p 溶液 (3 7 M B q) の 入 っ た ポリ エ チ レ ン製チ ュ
ー ブ ( 1 m m 厚) を手で1 0 分間持 っ た場合に つ い て , 考え

られ るもの を下記か ら 1 つ 選ん で くださ い .

①影響はな い ②白血病 ③遺伝的影響 ④不妊 ⑤脱毛 ⑥皮膚の紅珪

質問 3 .

13 1
Ⅰ( 3 7 M B q) の 0 .

1 % を吸入した場合に つ い て ,
考えられるもの を下記から 1 つ 選んでくださ い ･

①影響はな い ②白血病 ③甲状腺腫 ④甲状腺機能低下症

質問 4 .

32 p に よ る皮膚汚染 (3 7 K B q) を 2 時間放置した場合に つ い て ,
考えられるもの を下記から 1 つ 選ん でく だ

さ い .

①影響はな い ②皮膚痛 ③潰療 ④水泡 ⑤紅班

【B : 線量当量限度の知識】

質問5 . 放射線業務従事者にお ける実効線量当量限度に つ い て ,
正 し い と思われ るもの を下記か ら 1 つ 選 んで くだ

さ い .

① 5 00 m S V / 年 ②1 50 m S V / 年 ③1 0 0 m S V / 年 ④ 50 m S V / 年 ⑥ 5 m S V / 年

質問 6 . 放射線業務従事者の 皮膚にお ける実効線量当量限度に つ い て ,
正 し い と思わ れ る もの を下記 か ら 1 つ 選ん

でくださ い .

①5 00 m S V / 年 ②1 5 0 m S V / 年 ③1 0 0 m S V / 年 ④ 50 m S V / 年 ⑤5 m S V / 辛

質問 7 . 放射線業務従事者の 眼 ( 水晶体) にお ける実効線量当量限度に つ い て , 正 し い と思われ るもの を
=F 記か ら 1

つ 選ん で くださ い .

①5 0 0 m S V / 年 ②1 5 0 m S V / 年 ③ 1 00 m S V / 年 ④ 5 0 m S V / 年 ⑤5 m S V / 午

【c : 放射線防護の方策】

質問 8 .

`

32 p の ベ ー タ ( β) 線 の し ゃ - い 方法と して ,
正 し い と思われ るもの を下記から 1 つ 選ん で くださ い .

(丑鉛板で 連 - い をする .

②1 . 0 - 1 . 5 m m の 透明なプラ ス チ ッ ク板 で遮 - い をする .

③体外ひばくは起 こ らな い の で
,
遮 ヘ い は しな い .

質問 9 .

32 p 溶液 で手 の 甲が汚染 した場合の汚染除去の 方法で ,
最も正 し い と思われ るものを下記か ら 1 つ 選ん でく

ださ い .

①中性洗剤を入れ た洗面器の 中で手を洗う .

②お湯と中性洗剤を入れ た洗面器の 中で , ブ ラ シを用 い て 強く こすり取 る .

③毛さきの柔らか い ブ ラ シ で こすりなが ら流水 (水道水) で洗 い流す .

④中性洗剤を汚染箇所 に振りか け水 で ぬ ら し
,
毛さきの柔らか い ブラ シ で こ すりながら大量の 流水 ( で

きれば温水) で洗 い主充す.
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1 . 結果 (4 26 名)

1 ) 放射線影響の知識( 図 1 )

放射線防護の 視点か ら, (1) 影響 が現 れ る最低

線量 ( しき い 線量) は存在 し な い と仮定 し , 線量

の増加で障害の 発生確率が増加する ｢ 確率的影響+

( 例 : 遺伝的影響
,
発 ガ ン) と, (2) し き い 線量 が

表 2 調査人数とその 内訳

学年 調査人数
性 別

男性 女性

1 年生 80 ( 2 グ ル
ー プ) 2 7 53

2 年生 1 1 4 ( 3 グ ル
ー プ) 2 7 87

3 年生 23 2 ( 6 グ ル
ー プ) 7 2 1 60

計 42 6 (11 グ ル ー プ) 1 2 6 3 00

備) グ ル ー プと は学年定員4 0 名 ( 調査時に40 名 以
‾F の

時もあ っ た) の 集団を1 と して表した .

Q l .

3
H ( 3 7 M B q) の 入 っ たホ

o

.
) エチレンチュ

ー

7
.

を手で1 0 分間持っ た場合の影響

6 0

解

答 40

辛
(

2 0
%

ヽ ー

0

Q 3 .

6 0

4 0

2 0

影 自 i土 不 脱 紅

書 血 伝 妊 毛 斑

な 病

し

ー2 5

Ⅰ( 3 7 M B q ) の 0 .1 % が 飛散した 作業環境中

の 空気を吸 入した場合の 影響

≡

･ ∠ て′;読
/
/

影 自

響 血

な 病

し

芸 琵甲
腺 低 状

腫 下 腺

図 1

存在 し, 線量の 増加と ともに症状の 重 篤度が 増加

する ｢ 確定的影響+ ( 例 : 皮膚障害 , 不妊 , 白内障

な ど) と に分類され て い る .

A 群で は放射線業務従事者 に対する確定的影響

に関する知識 に つ い て調べ た .

3 H の 溶液 (37 M B q) の 入 っ た ポ リ エ チ レ ン 製

チ ュ ー ブ ( 1 m m 厚さ) を手で10 分間持 っ た 場合

に生 ずる影響 に つ い て, 解答肢の ｢ ①影響は な い+

を正 しく解答 した者が 214 名(50 .2 % ) で あ っ た .

こ れ 以外 の 誤 っ て 解答 し た者 が 2 12 名 (4 9 .8 % )

存在す る中 で , ｢ ⑥皮膚 の 紅班+ が 154 名 ( 36 .2

% ) , ｢ ⑤脱毛+ が28 名 (6 .6 % ) い た . 解答肢⑤ま

たは⑥を選択 した者は 1 , 2 年生に多か っ た ( p -

0 .016) .

同様に32 p の 溶液 (37 M B q ) の 入 っ た ポ リ エ チ

レ ン 製チ ュ ー ブ ( 1 m m 厚さ) を手 で10 分間持 っ

た場合 の 影響 に つ い て, 解答肢の ｢G) 影響 はな い+

を正 しく解答した者が 12 9 名(3 0 .3 % ) で あ っ た .

Q 2 .

3 2
p ( 3 7 M B q ) の 入 っ たホ

o

･) エチレンチュ
ー

フ

を手 で1 0 分 間持 っ た場合の 影

6 0

4 0

2 0

0
影 自 適 不 脱 紅

書 血 伝 妊 毛 斑

な 病

し

Q 4 .

3 2
p の 皮 庸 汚 染( 3 7 k B q) を2 時間 放置
した場合 の 影書

6 0

4 0

2 0

v

形 皮 iA 水 紅

響 序 痔 胞 斑

な 癌

し

放射線影響の 知識
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蘇
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辛
(
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Q 5 . 実効線量当量

20

0
15 0 1 00 50

( n 6 v / 年)

Q 7 . 組織線量当量(眼)

6

20
a

≡

5 0 0 1 5 0 1 0 0 5 0

( m s v / 辛)

Q 6 . 細鰍頭蓋当量(皮膚)

150 10 0

( n & / * )

図 2 線量当量限度の 知識

誤 っ て解答 した者が 297 名(6 9 .7 0/.) の 中 で
,
｢(む

皮膚の 紅班+ が 2 01 名 (4 7 ,2 % ) , ｢ ⑤脱毛+ 47 名

(l l .0 % ) , ｢ ③遺伝 的影響+ が 23 名 (5 .
4 % ) , ｢ ②

白血病+ 19 名 ( 4 .5 % ) , ｢ ④不妊+ 7 名 ( 1 .6 % ) の

順で あ っ た ,

1 31 Ⅰ (37 M B q ) の 使用量 の 0 .
1 % が作業環境下

の 空気中に浮遊 し
,
こ の 空気を吸入し た場合 の 影

響に つ い て は, 解答肢 の ｢ ①影響 は な い+ の 正答

者が 12 3 名 (2 8 .9 % ) で あ っ た . 誤解答 した者 が

303 名 ( 71 .1 % ) の 中で , ｢ ④甲状腺機 能低下症+

202 名 ( 4 7 .4 % ) , ｢ ③甲状 腺腫+ 8 7 名 (2 0 .
4 % ) ,

｢ ②白血病+ 14 名( 3 .3 % ) であ っ た ,

32
p の 皮膚汚染( 37 k B q) を 2 時 間経過 し た場

合の影響に い て は, 解答肢 の ｢ ①影響 はな い+ の

正 答者が 30 名 ( 7 .0 % ) , 反対 に誤 解答 した 者 が

396 名( 93 .0 0/.) と多か っ た . 誤解答 で は ｢ ⑤皮膚

の 紅班+ 16 4 名 (39 .8 % ) , ｢ ④水泡+ 137 名 ( 32 .
2

% ) , ｢ ②皮膚が ん+ 55 名 ( 12 .9 % ) , ｢ ③潰痘+ 40

名( 9 .4 % ) の 順 で重篤な身体的影響が ある と答え

た
.

した が っ て , 放射線影響に関する 知識を正 しく

理解 し て い る 者 は , 質問 1 で は 全 体 の 約 半 数

(50 .2 % ) , 質問 2 で は 30 .3 % , 質問 3 で は 28 .2 %
,

質問 4 で は 7 . 1 % で あ っ た . また
, 各質問で の 正 答

者を学年で比較 ･ 検討 したと こ ろ , 1 , 2 ,
3 学 年

間の正答率 には有意差が認め られなか っ た . 誤 っ

た解答は, 放射線被曝が体の外 ･ 内とで は体内被

曝の 方が , 放射能 を含む空気の 吸入 よ りは 直接 的

な皮膚汚染 によ る被曝が重篤な影響に繋がる と答

えて い る .

2 ) 線量当量限度の知識 ( 図 2 )

放射線業務従事者に対する防護上 の 法的規制値

で ある実効線量当量限度と組織線量当量限度 ( 皮

膚ならび に眼) に つ い て 調 べ た .

実効線量当量限度の 数値 ｢ ④50 m S v / 年+ を正

しく理解 して い た者は 215 名 ( 50 .5 % ) で半数 に

過 ぎなか っ た . 誤解答で は , こ の ｢ ④5 0 m s V / 午+

以外 の解答肢 に分散して い た .
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図 3 放射線防護の方策に関する知識

皮膚 に対する組織線量当量限度に つ い て は , 正

答 の ｢ ①5 00 m S v / 午+ を 選 択 し た 者 が 1 55 名

( 36 .4 % ) , 誤 っ て解答 した者が 2 71 名( 63 .6 % ) で

あ っ た . 同様 に , 眼の 組織線量当量限度で は, 正 答

の ｢ ②150 m S v/ 年+ を選択 した者 は 174 名 (4 0 .9

% ) で あり, 誤解答 は ｢ ⑤5 m S v / 年+ が 139 名

( 32 .6 % ) , ｢ ④5 0 m S v / 年+ が 82 名 (19 .2 % )
,
｢ ③

100 m S v / 午+ が 22 名 (5 .2 % )
,
｢ ①50 0 m S v / 年+ が

9 名 (2 .1 % ) で あ っ た . 線量当量 に つ い て の 数値

を正 しく理 解して い る者は
,
実効線 量当量 で は 約

半数, 皮膚と眼に つ い ての 組織線量 当量 で は 4 割

で あ っ た .

3 ) 放射線防護の方策 に関する知識( 図 3 )

放射線を取り扱う場合に被曝を少なくする ため

の 方策に つ い て 調 べ た . β線の 遮 - い 方法に つ い

て は
, 正解の ｢ ②1 - 1 .5 m m の 透明なプラス チ ッ

ク板 で 遮 へ い を す る+ を選 択 し た 者 が 152 名

(35 .
7 % ) , 反対 に誤 っ て い る ｢ ①鉛板 で遮 へ い す

る+ や ｢(釘遮 へ い は必要な い+ を選択した者が 2 74

令 (6 4 .3 % ) と多か っ た .
こ の 誤解答 274 名中の

259 名 (94 .5 % ) が ｢ 鉛板の 遮 へ い+ を選択 した .

手の 甲に32 p 溶液 が汚染 し, その 汚染 除去 の 方

法に関する 質問で は, 正 答の ｢(彰洗剤 ＋ 毛先 の 柔

らか い ブラ シの 使用 ＋ 温 い 流水+ を選択 した者 が

328 名 (77 .0 % ) で あり, こ れ以外の 解答肢 を選択
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した者 98 名 (23 .0 % ) に過ぎなか っ た .

2 . 学年進行の 調査( 図 4 )

1
,
2 , 3 学年 にわたり追跡 し得た 2 グ ル ー プ の

調査結果である . 学年の 進行と とも に正 答率 の

増加 が認 め ら れ た の は , 線量 当量 に 関す る 知識

( 質問 5 - 7 ) と安全取り扱 い 方策に関する3 2p の

皮膚 へ の 汚染除去( 質問 9 ) で あ っ た . 実効線量

当量 ( 質問5 ) は, 1 , 2 学年に比 べ て 3 学年 の 正

答率が著 しく増加 して い る .

-
一

方, 放射線影響 の 知識 ( 質問 1 及 び 3 ) と 防

護の 方策 ( 質問8 ) に関する正 答率は
,
1
,
2

,
3 学

年ともに低 い . とくに, 放射線 影響 に関す る知識

は
, 学生の み ならず放射線業務従事者 にお い て も

低 い .

国際放射線防護 委員会 (I n t e r n a ti o n al C o m -

m i t t e e o n R a di o l o g i c al P r o t e cti o n : IC R P ) は

｢ 放射線学 の 分野 に入 る こ と を志す人 々 は , も っ

と徹底 した放射線防護 に関する教育が必要である+

( 勧告3 3)
18 ) と し, 診療放射線技師に つ い て は ｢ 患

者 の 放射線防護 に要 と なる 立場 に あ る+ ( 勧 告

34)
1 9) と して い る . 200 1 年, 我 が 国の 診療放射線
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図 4 学年進行による正答率の 変化

技師養成機関は39 校 ( 文部省所轄 24 , 厚生省所轄

15) あ っ て , 教育形態が学校教育法によ る大学 ( 4

年制課程) 14 校, 3 年制の短期大学( lo 棟) と専 門

学校等( 15 校) が存在す る . 教育 は文部 ･ 厚生 の

両省令と して 公布さ れた ｢ 診療放射線技師学校 養

成所指定規則+
20) ( 以 下 ｢ 指定規則+ と 略す) に

ある科 目 ･ 授業 内容 , 時 間が 決 め ら れ て い る .

1993 年に診療放射線技術 学科教 育施設協 議会
21)

( ｢ 協議会+ と略す) が創 設さ れ , 指定規 則 に掲 げ

られ た教科 目の 実施状況と教育内容 に つ い て 調査

した時に , 著者らも参加 して 放射線防護関連科 目

( 放射線管理学, 放射線衛生学 , 関係法規) の 編成

や使用 テキ ス トの 種類な どに つ い て調査 した . 解

答を寄せ た短期大学 ( 6 機関) と専門学校等 ( 3

機関) の 防護教育は , い ずれ も指定規則 に沿 っ て

実施さ れて お り, 専門基礎科目や防護 関連科 目 の

編成や実施時期 が当学科と
一 致して い た .

今回の ア ン ケ
ー

ト調査 には, 1 年生 は 自然 お よ

び人工放射線の 人体 へ の 影響 に関する概念の み履

修 して い る時点にお い て 線量の 大小に関する認識

が乏しく, 正答する こ と は 難 し い . 2 年生 は専 門

科目にお い て放射線量を測定する理論とそ の 測定

蛋
年次(8 0 名)

年次(7 7 名)

年次(7 8 名)

･,J
ト

別 所ら(6 12 名) の 戟告

技術 , 人体 へ の 影響 に関す る ｢ 確 率 的影 響+ と

｢ 確定的影響+ に つ い て教えられ て い る
2 2)

. 3 年生

は有害の 影響と して身体的並び に遺伝的影響の リ

ス ク
2 3)
, 放射線管理に必要な測定器と その 取扱 技

術
2 4)
, 実務 的か つ 実践 的な安全取 り扱 い 技術

2 5)
,

放射線の 安全利用の ため に必要 な法律や 関連規

則2 6) が教えられ て い る .

調査結果によ れば , 放射線影響 に関す る質問 1

で は正答 した者が約半数(50 .2 % ) , 同様 に質問 2

が 30 .3 % , 質問 3 が 28 .2 %
, 質問4 が 7 . 1 % と順 に

低くなり, また各質問とも学年間の 正答率 に有意

差が認め られなか っ た .

一

方 , 誤 っ て 解答 した者

は放射線被曝が体 の 外や 手 に受けた場合 の 影響

( 質問 1 , 2 ) に比 べ て実際に起こ る可能性がな い

ような体内摂取ある い は放射性物質の 皮膚 へ の 直

接的な汚染によ る影響 ( 質問 3 , 4 ) が重篤 な症

状 に結 びつ くと認識 して い る . こ の こ と は研究者

や大学 院生 の 業務従事者 を対象 に した 別所 ら
1 7)

の 調査結果と 一 致するもの で あり, こ の 背景 に は

放射線量の概念や具体的な線量 一 影響 に関する理

解 が不十分で ある もの 考えられる .

次 に, 自ら の放射線業務従事者 に対 する線量 当
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量の 数億を正 しく理解 して い る者 は, 実効線 量当

量が約 5 割弱( 48 .5 % ) , 皮膚ならび に水晶体 の 組

織線量当量が ともに約 3 割 (30 .7 %
,
35 .3 % ) に過

ぎなか っ た . しか し
, 学年間の 比較 で 1 , 2 年生 に

比 べ て 3 年生 の 正 答が多か っ た こと は, 放射線を

取り扱 っ た経験及び安全管理 に必要 な法令を履修

した こ と によ る遠 い と考えら れる .

また
, 放射線の 安全取り扱 い の 方策 は , 放射 線

の 影響 や線量当量に関す る知識に比 べ て 正 答率が

高か っ た . しか し, P 線 の 遮 - い に は直接 的に鉛

を用 い ると制動 Ⅹ線が発生 し
,
さ ら に Ⅹ線 に対す

る遮 へ い も必要 になる が
, 学生 は ｢ 放射線 の 遮 へ

い は密度の大き い 鉛板 の 使用+ と 理解 して お り,

放射線の 物質と の 相互 作用や放射線の 種類の 遠 い

によ る防護知識が不十分と思 われ る .

学生にお ける こ れ ら知識の 不十分さと理解 の 混

乱には , 専門基礎なら びに防護関連科 目の 担 当者

が異なり, 独立か つ 時間を気に して急 い で 教育さ

れ て い る こと . 専門基礎科目 の 内容 が防護教育 に

比 べ て 放射線利用に重点がお かれ い る こ と . な ど

教育する側 に原因が 考えられ る . 近年, 養成機関

が①放射線診療の 進歩 に合わせ た検査 ･ 治療技術

の修得, ②放射線技師と しての 指導者的役 割や 国

際的に活躍で きる人材の 育成を掲 げて 4 年制化教

育 へ 進み つ つ ある . そ こ で, 協 議会
21) で は 3 年制

教育の 必要最小限の ガイ ドライ ン を提言する他に

4 年制化教育に向けた教育体系を 4 分野 ( 階層 :

基礎 , 専門基礎 , 専門, 総合 ･ 応用) に分 け, 関連

領域 と現行指定規則 にある教科 目を提示 して い る .

これ によ ると
, 専門基礎分野 に ｢ 放射線管理領域+

を設けた中に防護 関連科 目 を配置 して お り , ｢ 安

全と は何か+ か ら 出発 した安全管理 教育が組織 か

つ 体系的に実施できるもの と期待される .

もう 一 方で は , 学生が習 っ た知識 を忘 れ て い る

こ とも考えられる . その ため にゲ ー ム 形式 の コ ン

ピ ュ ー タ ソ フ トを利用( 仮称 ｢ 5 択 ゲ ー ム+) し て

知識の 再確認や,
3 2
p 線源を G M サ ー ベ イ メ

ー

タ

で直接カ ウ ン ト したもの を皮膚 へ の 被曝と仮定し

て 吸収 線 量 を算 出 さ せ
, 具体 的な放 射線 の 影

響
2 7) 28 ) に関する知識 を高め る試 み を して い る と

こ ろ である .
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放射線防護の 知識 と安全管理の 実務を向上 させ

る には
, 養成機関の 所属学生 に対す る 防護教育 の

充実が重要である . 今回の 調 査か ら は
,
放射線線

量や放射線被曝量と その 具体的な影響 , 放射線 の

物質との 相互 作用 に関する理解不足が認め られた

こ と により , 専門基礎科目担当者の 協力 の 基 に放

射線衛生 学, 放射線管理 学, 関係法規 を担 当する

教員が教育内容を明確 に して体系的な防護教育の

確立 を図ると共 に自ら の教授法の 開拓が望まれる .

本論文の 要旨は
, 第86 回新潟臨床放射線学会

,
2 00 0

.

1 2 . l l ( 新潟) に お い て発表した .
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